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冬場で火災能誹きt響の季節逼
防団員が一人暮らしの高齢者宅約

嘘」とを呼びかけました。一 

訪問を受けたお年寄Uの皆さんは

ても嬉しいです』と麗』の議昌で癒 

ガス周りなどを点検し 

にかけてもらっていることが ありがとう。気 



 

託業者をお知らせします 

 

※狭隆路線とは、目安として幅員が3m以下の小型除雪機械による除雪を行う道路です。 

この表のほか、市直営（除排雪対策本部）で除雪を行う地域もあります。 

地 	区 主な区域および経由地等 業者番号 

22 

栄 

広田藤浦、下り松の一部（十川から国道までの区間、広田橋からJA ごしよがわら市栄支店そば国道101
七ッ館鶴ケ沼（梅田橋～三輪小の通りから市内方向の国道と十川間の区域） 

号交差点まで） 

七ッ館 虫流・鶴ケ沼・柏枝（国道101号三輪小そばの交差点から学校前の通り、その交差点より青森方面）、三輪小学校 25 
稲実米崎・稲葉、広田榊森の各ー部（光ケ丘団地・広平ニュータウン・株山田工務店周辺など、スーパーなりかん前通りの東
側から広田堰までの国道101号より北側の住宅地） 37 

梅 	泉 
梅田、中泉、広田橋南側～梅田の通り（広田橋の南側～専念寺～梅田保育園）、梅沢支所、集落排水処理施設 3 
梅田福浦の一部（国道101号沿い株NC アパレルとなり南みっわ団地） 25 

七 	和 

高野、前田野目 長峰・村中・川崎・桜ケ峰、持子沢、県道～あかね荘まで 9 
前田野目野脇、犬走の一部（前田野目バス停周辺）、俵元～高野までの狭陰路線、狼野長根公園駐車場、前田野目分館 34 
俵元、原子、羽野木沢、持子沢笠野前のー部（東高校周辺、持子沢コミュニテイ消防センターより南側）、七和支所、羽野木沢
小学校、公民館原子分館、第ニ中学校、俵元加エセンタ― 24 

長 	橋 

東側） 
戸沢・石田坂（金山大溜め池の西側～戸沢分館周辺～石田坂分館周辺）、若山の一部（若山バス停前～松野木交差点への幹線 21 
平町、松野木花笠（松野木会館西側の通り、十松野木バス停向かい大山砥神社通り、地名が「字有俵」に隣接する通り） 23 
五所川原広域農道（サンクス福山店横～中泉の神ストアー交差点）、神山（闇雨龍神社横の通りを除く）、 
野里の一部（長橋溜池向い～ことぶき造園十字路～野里集会所、国道101 沿い乳井商店横）、豊成 

24 

浅井の一部（民宿どんどん前の通り、浅井分館前） 25 
境山、浅井～野里（農協野菜出荷施設裏通り～金星パチンコ駐車場横～野里集会所～高橋酒店角～野里不燃物埋立地） 28 
野里奥野、持ノ沢溜池の西側、野里野岸、福山広富、福山広富～神山野岸への通り（開櫛引工業所第 2 資材置き場前～福山コ 

ミュニテイ消防センター～美秀園横）、野里牧原の一部（赤帽横から西方向の道路）、 

神山野岸、神山鵜野（長橋支所となり闇雨龍神社横～育苗センター通り）、豊成田子ノ浦（青森東日流農産横西側）、 
長橋支所、農産物加エセンタ一、長橋小学校、っっじケ丘ふれあいハウス 

35 

松 	島 

―野坪（石畑、中村、前落などの五農高前駅から北西方面）、漆川の一部（馬性）、一野坪小学校 23 
東芝前バス通り、漆川浅井（松島町 5丁目市営住宅向いの地域を除く）、 
石岡藤巻、米田、唐笠柳の一部（ドーム裏通り、村崎、寺田精米所通り、二本柳バス停付近） 

7 

漆川工業団地（日立周辺、金山地区の工業団地） 13 
吹畑藤巻（北地方農林水産事務所目日】北農村整備事務所）と東芝駐車場周辺）、漆川浅井（松島 5丁目市営住宅向いの地域）、 

袖掛（掬三和電工向い側）、鍋懸、太刀打早蕨（国道339号より南側） 
14 

イト一ョ一力ド一付近（国合同庁舎角から東西、南北方向への道路） 15 
唐笠柳藤巻（藤巻温泉ニュータウン、エルムニュータウン、唐笠柳ニュータウン）、唐笠柳村崎（八晃園となり住宅地）、 

稲実開野（中央公民館稲実分館横を入った住宅地と周辺）、唐笠柳～水野尾（五所川原ガスそば交差点～太田酒店～末広口バ 

ス停）、 
水野尾～富耕～松野木福泉（水野尾バス停向かい～富析橋～福岡西口バス停～・福岡東ロ屯所裏通り） 

16 

太刀打常盤・麻ノ葉・柳川（桃崎バス停と高杉建設の周辺）、一野坪馬繋場の一部（一野坪小学校向い一野坪ニュータウン） 26 
水野尾懸樋（食事処でんでん付近）、 
水野尾宮井（水野尾バス通り コミュニテイ消防センターから三谷口バス停そば交差点までの西側） 

32 

金山、川代田と悪戸橋～コミセン松島～かいどうふれあいハウス～葬斎苑～若山バス停までの幹線 33 

飯 	詰 

飯詰と下岩崎の一部（県道五所川原・金木線の東側）、飯詰支所、飯詰小学校、飯詰浄水場 18 
飯詰と下岩崎の一部（県道五所川原・金木線の西側） 29 
興隆（坂ノ上集会所～朝日沢田バス停そば交差点～おけさ沼方面） 21 

毘 沙 門 毘沙門・長富、毘沙門～共栄間（大泊溜池の北側と南側の通り）、毘沙門支所、毘沙門小学校、農業センター 5 
藻川、藻川地区集落排水センターそばから南東へ延びる藻川幹線、藻川小学校、藻川コミュニテイ消防センタ― 10 

三 	好 鶴ケ岡 鎌田、川袋、高瀬、中央クリ一ンセンタ一、鶴ケ岡小学校、三好中学校、三好支所、高瀬集会所駐車場、三好診療所 12 
三好、 
川山の―部 

川山、種井、鶴ケ岡福田（勝川橋そば地蔵堂より北側）、新津軽大橋～浄化センター手前までの道路、種井橋通り、 

コミュニテイーセンタ一中川 
4 

川 	山 
桜田鴻ノ巣（国道339号より西側）、沖飯詰 帯刀と男鹿の一部（沖飯詰小学校の裏手を囲む道路と、稲荷神社前と田口板金付近） 8 
田川、田川集会所 12 

番号 社 	 名 電話番号 番号 社 	 名 電話番号 

21 脚小田桐工務店（漆川） 38-5211 31 (1 工藤興業（米田） 35一 1881 
22 脚小田桐建設（広田） 35 一 2684 32 園西北舗装（柳町） 34一 2633 

23 卿小野水道工業所（ー野坪） 35 一 7215 33 ( 小枝設備工業（みどり町） 34-8230 
24 ( 工藤由建設（豊成） 29一 2460 34 同七和土木工業（高野） 29- 2263 
25 卿白勝建設（七ッ館） 28- 3106 35 脚美秀園（神山） 29一 3682 

26 園笠井工務店（沖飯詰） 36- 3009 36 脚丸清起業（豊成） 29一 3777 
27 ⑤五所川原総業（小曲） 34-624 1 37 同三和園芸土木（七ッ館） 28一 2846 
28 脚エス・ジー・ヒ力リ鉱産（福山） 29一 3707 
29 同柴田産業（飯詰） 37 一 3331 
30 園松本建設（新宮） 35-2783 

五所川原市役所 公35-2111 
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あ谷たの地域の除雪委 

 

今年度より、各地区の除雪について委託業者名をお知らせすることといたしました。 

このことにより、市民の皆さん一市 , 委託業者の3者が協調して雪対策に取り組むことができ、効率的な除雪が期待できます。 

皆さんのこ協力をお願いします。 
また、除排雪の出動については、道路パトロールや降雪量、降雪予報をもとに除排雪対策本部が委託業者へ出動の指示を出すこ 

とになっております。 

地 	区 

全域の幹線 

主な区域および経由地等 業者番号 

こめ米口一ド（悪戸橋付近～国道339号交差点）、四中通り（沖飯詰国道339号交差点～四中前～藤兵衛橋～飯塚宅角）、 

五農通り～若山幹線（脚徳田産業角～経営コンサルタントなるみ交差点～飯詰十文字バス停～興隆橋～若山バス停～若山分 

館～松野木長尾商店交差点）、 
玉清水牧場（スキー場まで）、県立少年自然の家（少年自然の家入り口交差点から）、第四中学校、松が丘ふれあいハウス 

17 

若 	葉 
若葉（バス通りを除く）、新宮岡田（五小東側の県営新宮団地そば住宅地）、 

長橋広野の一部（県営新宮団地通路、市浄化センター周辺） 
1 

松 島 町 
松島町（ 1丁目～ 3丁目、4-8丁目のバス通り） 7 
松島町（ 4丁目～ 8丁目のバス通り以外）、西北中央病院官舎、第ー中学校、中央小学校、給食センタ一 14 

みどり町 
みどり町（1・ 2・3・ 4・7' 8丁目）、第三中学校、汚水処理場 22 
みどり町6丁目、ゃなぎぬま公園～広田神明宮向かいまでのバス通り、8丁目の一部（バス通りから1本北側の道路） 15 

小 	曲 小曲、農村婦人の家 27 

市中心部 

新宮町、新宮、芭蕉、蘇鉄（ JR線路より北側）、五所川原小学校、新宮集会所 30 
雛田、下平井町、＋川団地（国道339号と津鉄の線路、プラザマリュウ・エルム通りと十川橋交差点～十川駅そば踏切に囲まれる地域） 26 
くるみ園、オルテンシア 6 
幾世森、下平井町の一部（国道339号沿い北側で、第 2さっき保育園より旧十川までの区域）、 

雛田・五月町ほか市中心部の狭院路線、しきしまコミュニテイセンタ― 
13 

蓮沼、不魚住、元町（野球場～第一高校交差点の通り沿いで土手側の地域、南小学校そば警察官舎向かい唄に本の道路～ 

コーポミナミ角～富士見市営住宅～市民体育館裏～貴久屋横）、 
田町（サンルートパテイオ横から南小学校まで、五所川原電装の裏通り）、 
栄町（トョタ自動車横から裏の通り、住友生命栄支部前の通り）、水道事業所、南小学校、体育館、図書館、資料館 

20 

柳町、岩木町、寺町、錦町、幾島町、末広町、柏原町の一部（西北温泉前の通り）、 
中平井町の一部（五所川原高校前通り）、上平井町の一部（五所川原高校向かい山口水道横の通り）、 
新町のー部（新町集会所横の一方通行通り） 

36 

鎌谷町、ーッ谷（鎌谷町・東北電力変電所前の県道北側で津鉄線路とプラザマリュウ・エルム通りに囲まれる区域）、 
地域職業訓練センタ― 

31 

長橋橋元目日五小跡の住宅地）、職安横 JR 線路沿い、旭町、上平井町の一部（NTT 裏通り）、 

雛田の一部（山本耳鼻科正面と裏手の一方通行、成田接骨院前通り、川口整骨院～珠米荘前の通り）、 

下り枝・鳥森・吹畑藤巻の一部（しまむら～神明宮～脚青和設計そば交差点までの通り沿いで旧十31はでの区域）、 

鎌谷防災センター、中央コミュニテイセンター 

32 

下り枝の一部（エルム大橋通りとはるにれ橋通りの間でプラザマリュウ・エルム通りから旧十IIはでの区域） 

八重菊と下り枝と鳥森の各一部（田町郵便局前通りから北側が東北電力変電所前の県道までで、JR線路とプラザマリュウ・
エルム通りに囲まれる区域）、鎌谷町とーッ谷の一部（プラザマリュウ・エルム通りより東側）、一ッ谷橋 8 

下り枝、八重菊（モータースクールから北側が田町郵便局通りまでのプラザマリュウ‘エルム通りと JR線路に囲まれる区域） 2 

栄
  

湊千鳥の一部（モータースクールから南側が湊川までの、プラザマリュウ・エルム通りと国道101号に囲まれる区域。市営千 
鳥団地周辺、平山建設周辺） 

姥落桜木の一部（青森綜合警備保障脚周辺） 
2 

湊千鳥の一部（湊大橋側道、北五建設会館の通り、旧平山家南側正面、宮崎古物店前の通り）、 

湊船越の一部（理容KAM I時代横から土手まで） 20 

姥落桜木・湊船越の一部（森羽段ボールと掬エムス前，の通り～栄橋～猫測、三ッ谷、大巻踏切通り）、姥落高架橋（花菖蒲橋）横、 
姥落船橋（国道101号みどり橋そば文化シャッター脚五所川原出張所付近） 19 
稲実米崎、湊千鳥（プラザマリュウ・エルム通り沿いの東側で旧十Jrはでの間、青森マッダ自動車より南側の区域・大川団地）、 
姥落桜木・船橋（ダイエー五所川原店付近、第一船橋町内会、国道101号みどり橋付近 栄小学校側）、栄小学校 11 
姥落船橋の一部（はるにれ住宅団地、ニュータウンエルム、栄小学校前 T 字路交差点までの道路）、 
サンビレッジ五所川原、っがる克雪ド―ム 15 
稲実q日町内） 16 
七ッ館虫流、稲実稲葉、広田榊森の広田堰より東側住宅地（光ケ丘ニュータウン第 4 、ひがし光ケ丘ニュータウン、みなみ広
田団地）、広田柳沼の一部（昭和ニット株となりニュータウン広田、トョペット掬五所川原店横～中央水産～園一心工業横、 
()対馬酒店横から宮川歯科クリニック裏） 

19 

広田下り松 3 
広田柳沼の一部（スーパーなりかんを囲む住宅地と株角弘広田ガソリンスタンド横までの通り） 6 

番号 社 	 名 電話番号 番号 社 	 名 電話番号 
1 脚東北冷暖設備工業（唐笠柳） 35-9411 卿相五土木（広田） 35一 0988 
2 ⑤伊藤組（飯詰） 39一 7030 12 有楼井建材（長富） 36一 3719 
3 梅沢工業（中泉） 28 一 3256 13 ( 外崎配管設備（烏森） 35-98 16 
4 脚外崎建設（長橋） 36一 3253 14 笠井建設（松島町） 35-5757 
5 江良産業脚（毘沙門） 36一 2503 15 園白戸土建（七ッ館） 28-2840 
6 惰）東北開発工業UI端町） 34-5033 16 青工建設鞠（稲実） 34-923 1 
7 脚寺栄建設（松島町） 34-4756 17 欄坂本光組（飯詰） 37 一 3737 
8 園笠井興業（沖飯詰） 36-3111 18 脚坂本興業（飯詰） 3フ一 3341 
9 脚マナック青森（前田野目） 29一 3528 19 工ムケ一資材（漆川） 28一 2880 
10 佐藤工業所（藻川） 36 一 2448 20 卿花田建設（上平井） 35一 1805 

3 	平成15年12月15日 	五所川原市役所 容35- 2111 
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⑨（社）五所川原市シルバー人材センターの除排台 
（社）五所川原市シルバー人材センター 

合 34-8844または35-2111（内線360) 
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冬を快適に週ごすために 雪対策情報 
今年も市では、全力をあげて除排雪作業に取り組んでまいりますが、効率的な作業を行うために 

市民皆さんのご協力が必要です。 

雪の除排雪作業にお困りの方はご連絡ください。 

⑥生活支援ホームヘルプサービス 

  

 

介護福祉課 高齢福祉係 B35-2111（内線275) 

  

市では、在宅のひとり暮らし高齢者等が自立 ◇申し込み先 

した生活を維持していくために、有償の「雪片 	々
付け支援事業」を行っています。 

ロ 名 	称 電話番号 担当地区及び区域 

青山荘在宅介護支援センタ― 35-5225 
飯詰地区、長橋地区（戸沢・松
野木・神山）、松島地区（太刀
打、一野坪、水野尾を除く） 

あかね在宅介護支援センタ― 29-3532 七和地区、長橋地区（豊成） 

白生会在宅介護支援センタ― 33-3102 
五小学区、松島地区（太刀打一
一野坪） 

祥光苑在宅介護支援センター 36-3300 
三好地区、毘沙門地区、中川

地区 

さかえ在宅介護支援センター 38-3000 
松島地区（水野尾）、栄地区 
（七ッ館、広田を除く）、長橋
地区（浅井、野里、福山） 

五所川原市社会福祉協議会
在宅介護支援センタ― 

34-3400 南小学区、一ッ谷 

うめた在宅介護支援センタ― 28-2829 梅田地区、栄地区（七ッ館、 
広田） 

◇事業対象者 市内に居住する概ね65歳以上で、 

自立した生活を維持していくために支援が必

要な、ひとり暮らし高齢者等 

◇事業内容 玄関周り等の雪片付け 

， ※作業は、市が委託した（社）五所川原市シ 

ルバー人材センターの会員が行います。 

◇利用者負担 

30分以上 1時間まで 
	

250円 

1時間30分まで 
	

400円 

以下30分ごとに 
	

100円加算 

シルバー人材センターでは、会員による有償の雪 ◇利用者負担 1時間 1,070円（1人分） 

片付け業務を行っています。 	 ※排雪を希望される場合は、別途車代等の負担がか 

◇業務内容 玄関周り等の除排雪。 	 かります。 

雪置き場の設置について 

排雪した雪の搬入場所として、今年度も岩木川右岸（高

瀬地区）に雪置き場が設置されます。 

通路区間は事故が起きないよう、最徐行してください。 

搬入は、 9時から16時までです。こ協力お願いします。 

五所川原市役所 容35-2111 
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除雪の効果がな＜なってしまいます。 

押し出された雪や氷により路面に

凹凸ができ、事故のもとになるほか、 

車が通行する際の振動発生の原因にもな吐

近所に迷惑となることもあります。 

深夜作業にご理解ください 1麟 

忙しい朝の通勤・通学路の確保と 

歩行者の安全および作業効率を 

考えると、どうしても深夜の出動、 

作業となります。 

騒音・振動でこ迷惑をお掛けしますが、 

どうそ、みなさんのご理解をお願いします。 

除排雪作業へのご協カをお願いします 

みんなで力を合わせて冬を快適に過ごしましよう 
■■■臓 	 縄議醐．■■■L 	無瞬横鯛■■■■■ 

玄関先の雪寄せに 	 、“ooIー高t‘含 -", I、”ノー、一．,、 "I"Iしでえご：.- I_I_ 二'a.- I 、 	車路に雪を捨てtaいでくださ凡 
，ご協カください，, 

除雪車か通った後、玄関先に雪が寄せられ「車が出せない」 

「何とかして欲しい」という声がよ＜聞かれます。 

除雪は、通勤・通学のラツシコ時前に完了するよう、短時間で

―斉に行っていますか、玄関や車庫前などに寄せられた雪を処理

することは、現在の機蔽除雪では大変困難ですので、残った雪に

つきましては、道路わきに積み上げて＜ださるよう、市民の皆さ

んのご理解とこ協力をお願いします。 

路上駐車は「しぢい」「させ~ 

除雪作業の最大の障害となるのは

路上駐車です。 

たった 1台の車両でも、除雪車が

入れず除雪できな＜なり、近隣

―帯の迷惑となることもあります。 

路上駐車は「しない」 「させない」で＜ださい。 

C 鴛鷺<iz%. 

~一一り入れるため鰍警どカ置カれていると除雪車力激突し事故発生の原因になります 
~ ’こみ出しはルールを守ってください。 

’ 	無秩序なこみ出しは、路上散乱など周辺への迷惑になります。指定の日時、場所を守ってください。 

・屋根雪の対策 
道路に面した屋根雪の落雪は、交通の遮断や人命にかかわることがあります。 落下防止の措置を

講じたり、雪下ろしをする（歩行者等に十分に注意してください）など危険のないようお願いします。 

・物損事故を防ぐために 
物損事故を未然に防ぐため、危険な箇所には標識など目印となるものを設置してください。 

また、道路上に伸びた枝についても除雪の支障とならないよう、勇定をお願いします。 

・作業中の除雪車には30m以内に近寄らぢいでください。 
重機械である除雪車は、前後lOmほどの死角があり、雪に混じった石やガラスが飛び散る場合も

ありますので、30m以内には近寄らないでください。 

5 平成15年12月15日 	五所川原市役所 公35-2111 
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息多合わせてキャソチ サスティソクに挑戦 

初めてお挑戦で夢の全国大会ノ＼ 

五所川原市役所 公35-211l 	平成15年12月15日 6 
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い
ざ
全
国
大会
へ
挑
戦
 

1
 

五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
 

十
一
月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
（
高
橋
興校
長
）
の
吹奏
楽
部

の
皆
さ
ん
が
成
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
東
北
大
会
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
で
の
金
賞
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

市
長
は
、
全
国
大

会
（
神
戸
市
）
に
出

場
す
る
部
員
に

「
本

当
に
お
め
で
と
う
。
 

東
北
代
表
と
し
て
誇

り
を
も
ち
、
堂
々
と

演
奏
し
て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
部
長
の
花

田
光
く
ん

（
二
年
）
 

は
、
 「
練習
の
成
果

が
出
る
よ
う
、
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
き
ま

す
」
と
力
強
く
全
国

大
会
で
の
健
闘
を
誓

い
ま
し
た
。
 

同
校
は
今
年
初
め

て
マ
ー
チ
ン
グ
フ
エ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
大
会

に
挑
戦
し
て
、
十
一

月
二
十
三
日
の
全
国

大
会
で
は
、
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
 

。
 

五
所
川
原
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

十
一
月
二
十
七
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
五
所
川
原
市
老
人

ク
ラ
ブ連
合
会
（
原
田市
太
郎
会
長
）
の創
立
四
十
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
連
合
会
は
昭
和
三
十
八
年
に

発
足
し
、
女
性
部
や
芸
能
部
な
ど
が
結
成
さ
れ
、
現
在
、
会

員
五
千
人と
県
内
でも
有
数
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

式
で
は
、
原
田
会
長
が

「
ゆと
り
・
潤
い
・
安
ら
ぎ
に

満
ち
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
 

と
式
辞
を
、
市
長
が

「
こ
れか
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
社

会
活
動
を
通
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
、
指
導
・
協
力
く

だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
同

会
芸
能
部
等
に
よ
る
踊
り
や
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
、
記
念

す
べ
き
会
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
 

楽
し
ん
で
健
康
づく
瑚
 

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
 

十
一
月
二
十
九
日
、
市
民
体
育
館
で
市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

集
い
が
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
八
十
歳
代
の
お
年
寄
りま
で

約
二
百
五
十
人
が
上
位
入
賞
を
目
指
して
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
集
い
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
や
体
力
の
保

持
増
進
を
図
り
な
が
ら
誰
で
も
気
軽
に
楽
しめ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
普
及
さ
せ
よ
う
と
市
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
推
進
協
議
会
（
成
田博

昭
会
長
）
が開
催
し
、
今
年
で
九
年
目
に
な
り
ま
す
0
 

参
加
者
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ン
ブ
ー
・
ダ
ン
ス

な
ど
を
楽
し
み
、
成
功
し
て
も
失
敗
し
て
も
、
会
場
に
は
チ
 

ー
ム
の
健
闘
をた
た
え
る
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、興
味
の

あ
る
方
は
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
（
内
線
5
6
1
)
 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

r
 

《
 



昌
昌
年
度
県警
良
受
費
 

笠
井
責
さ
ん
、
山
田
和
夫
さ
ん
 

表

敬

訪
問
 

2
o
o
3
年
度
県
褒
賞
を
受
賞
し
た

笠
井
責
さ
ん
、
山
田
和
夫
さ
ん
が
十
一
一

月
一
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

笠
井
さ
ん
は
、
模
範
的
な
集
落
ぐ
る
み

の
農
地
流
動
化
を
推
進
。
山
田
さ
ん
は
、
 

県
板
金
工
業
組
合
副
理
事
長
と
し
て
産

業
経
済
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
 

青
租
鼎
津
軽
観
光
 

物
産
首
都
圏
フ
ェ
ア
 

2
0
0
3開
催
 

十
一
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
青
森

県
津
軽
観
光
物
産
首
都
圏
フ
エ
ア
2
o
 

o
3
が
千
葉
県
船
橋
市
で
開
催
さ
れ
、
 

西
北
五
ふ
る
さ
と
物
産
市
に
約
一
万
人

が
訪
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

面
瓶
亜
」
器
（
費
熊フ
彰
 

ぐ“

‘
・
ー
 
 歌

や
踊
り
を
楽
し
む
 

十
一
月
二
十
九
日
、オ
ル
テ
ン
シ
ア

で
西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
、
 

た
く
さ
ん
の
市
民
や
お
年
寄
り
が
歌
や

踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

5
ど
つ
もあ
り
がと
う
ご
ざい
ま
した
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

I麟 
押し花0羽lil作を寄贈‘ぬた，佐細辰さ，血（山カ“ら 
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勝
ゃ
か
参
立
彦
武
多
 

車
力
村
 
佐

々
木
優
子
さ
ん
 

押
し

花
の

力
作
 
市
に

寄
贈
 

〇
京
呉
服
専
門
商
社彩
美
苑
美
光（
演
 

谷
清
一
代
表
）
H
十
万
円
。
 

十
二
月
一
日
、
車
力
村
で
押
し
花
作
品
を
手
掛
け
る
佐
々
木
優
子
さ
ん
が
、
昨
  

〇
東
北
電
力
検
集
労
組
五
所
川
原
女
性
 

年
の
県
展
入
賞
作
品
「
立侵
武
多
」
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

委
員
会
（
高
橋
由
紀子
代
表
）
H
寄
贈
 

六
年
前
か
ら
押
し
花
に
取
り
組
み
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
肩
書
き
を
も
つ
佐
々
木
  

（タ
オ
ル六
十
本
、箱
テ
ィ
ッシ
ュ六
十個
）
。
 

さ
ん
は
、
 「
特
に顔
の
表
情
に
気
を
使
いま
し
た
」
と
苦
労
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 

〇
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
柴
谷
銑
一

作
品
は
、
 「
親子
の
旅
立
ち
」
 
「
鬼
が来
た
」
 「
軍
配」
 
「北
の
守
護
神
」
 
の
 
会
長
）H
五
万
円
。
 

四
台
の
立
侵
武
多
を
桜
や
イ
チ
ョ
ウ
、

ウ
ル
シ
な
ど
の
ほ
か
バ
ラ
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
 
〇
木
村
励
さ
ん
（
川
端
町
六
六
ー
三
）
 

ル
ド
な
ど
の
花
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
重
厚
な
中
に
も
色
鮮
ゃ
か
な
立
俵
武
多
を
  

”
十
三
万
円
。
 

た
く
み
に
浮
か
び
上
げ
て
い
ま
す
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

特
に

「鬼
が
来
た
」
 
〇
見
崎
ち
せ
さ
ん
（
稲
実
字
米
崎
五
一
一

の
ウ
ル
シ
の
葉
で
作
ら
 

ー
一
〇
）
H
寄
贈
（
手
作
り
化
粧
ポ

れ
た
赤
い
色
が
印
象
的
 

ー
チ
三
十
七
個
）
。
 

で
す
。
 

〇
藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武夫
代

成
田
市
長
は
、
 「
素
 
表

）
H
訪
問

（
歌
と踊
り
）
、寄
贈
（
ジ
 

晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
 

ュ
ー
ス
ー
ー箱
）
。
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

〇
青
森
県
日
蓮
宗
社
会
教
化
事
業
協
会
 

こ
れ
か
ら
も
い
い
作
品
 

（
江利
山
義
隆
会
長
）
n
訪
問
（
法
話
・
 

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

映
画
）
、寄
贈
（
お
菓
子
七
十
個
）
。
 

こ
の
作
品
は
来
年
開
館
 
⑥
市
芸
術
文
化
振
興
等
基
金
へ

す
る
立
侵
武
多
の
館
に
 
〇
あ
お
も
り
信
用
金
庫
昭
和
パ
ー
ル
会

展
示
し
ま
す
」
と話
し
 

（
外
崎勲
会
長
）
H
四
万
一
千
五
百
九
円
。
 

ま
し
た
。
 

〇
鳥
羽
工
産
株
式
会
社

（傍
島
茂
夫
代

佐
々
木
さ
ん
は
、
今
 
表

取
締
役
）
H
十
五
万
円
。
 

生
も
立
侵
武
多
「
白神
」
 
〇
五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良
一
雄

を
テ
ー
マ
に
県
展
（
出
 

代
表
）
H
三
万
五
千
七
百
六
円
。
 

品
し
、
入
選
し
て
い
ま
 
〇
吉
幾
三
 
東
日
流
会
（
小
嶋
清
治
会
 

す
。
 

長
）
H
五
十
万
円
。
 



平成19年度五所川原市競争入札 
参加資格審査申請書提幽要領 

1 受 付 期 間 平成16年2月 2日～平成16年2月27日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 1 受 付 期 間 平成16年2月2日～平成16年2月27日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

2 受付場所及び 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 

問い合わせ先 五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173-35-2111（内線474) 
3 提 出 書 類 下記のとおり（各1部） 
4 提 出 方 法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場合は、返信用封筒（切手貼付）を必 

ず同封してください。なお、 2月27日必着とします。 
5 申請書の有効年度 〇建設工事 

平成16-17年度（ただし、市内業者は、平成16年度のみ有効） 

〇測量・建設コンサルタント等 

平成16年度（市内業者及び市外業者の追加分、平成16年度のみ有効） 

〇物品等（役務提供の業務委託を含む。） 

追加受付につき平成16年度のみ有効 

（平成15年度に申請書を提出された業者は、16年度の申請は必要ありません。） 

建
 
設
 

エ
 
事
 

申請書は国土交通省の様式を使用して下さい。 （青森県様式も可） 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①経営事項審査結果通知書の写し1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日）から7カ月以内に審査を受け、 

有効期間が満了となる前に再度提出すること。） 
②建設業許可証明書 
③工事経歴書（直前 2年分） 
④営業所一覧表 
⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること。） 
⑥登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前1年分、市外業者は直前2年分） 

測
量
・
建
設

コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

等
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①測量等実績調書（直前2年分） 
②技術者経歴書 
③登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
④財務諸表類（市内業者は直前1年分、市外業者は直前2年分） 
⑤営業所一覧表 
⑥登録証明書等 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（直前1年分） 

注】建設コンサルタント・地質調査・補償コンサルタント業者は、現況報告書の写し（直前2年分）をもって0●OOに代える 
ことができます。 

物
品
等
 

申請書は市独自様式ですので、添付書類にっいては申請書を請求し、確認してください。（申請書のコビーは受付できません。） 
申請書交付場所 五所川原市財政部管財課（申請書は無料です。ただし、郵送を希望する場合は、返信用封筒（角2）と1如円分 

の切手が必要です。） 
申請書交付期間 平成15年12月16日～平成16年 2月27日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

納
税
証

明
書
 

〇市内業者 ①個人の場合 市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

②法人の場合 市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者個人の市税（各税） 
〇市外業者 ①個人の場合 市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

②法人の場合 市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 
※支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（法人市民税と固定資産税）も添付すること。 

注】添付する国税の証明書は、数枚になるため個人の場合は（その3の2) 、法人の場合は（その3の 3）による未納の税額が 
ない1枚の証明でよろしいです。また、税務署に納税証明書を請求するときは、収入印紙（1部400円）を持参してください。 

I上,1 文字は惜書で、はっきりと書いてください。 

2 申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意してください。 

3 添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも差し支えありません。 

（ただし、証明書類は 3カ月以内に交付を受けたものに限る。） 

五所川原市役所 容35-211l 	平成15年12月15日 8 

市では、平成16年度の競争入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により手
続きしてください。 

2
 
(
J4
 

受

受
問

提
提
 

い
 

付
 場

合

出

出
 

わ
 

間
び

先
類
法
 

期
翼

書
方
 



9 030 8570 

青
森
県
政
策
推
進
室

県
政
モ
ニ
タ
ー
係
 

50 

水抜き栓・不凍栓 

のハンドJuま、水を出すとき 
も止めるときも、 

キッチリ開閉 

柳織難責雌こi遮を！ 

◇積雪時における検針にご協力を 

積雪時に検針するため水道メーターの周りの除雪を

お願いいたします。積雪のため、やむを得ず検針が

できないところは、 「推定水量」で料金をいただく

ことになりますが、雪解け後の検針で推定水量と実

際の使用水量に過不足がでた場合は、水道料金を精

算します。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。 
●問い合わせ 市水道事業所 皿34-9 1 1 1 

直接流す解氷などは、 

蛇口の破損や火災の 

危険があります。 

※凍結防止のための放 

水はやめてください。 

水を出しっ放しにす 二 

ると、メーターが次 一 

第に上がり、春の検 

針精算の際、料金に 

ハネ返り、思わぬ支出となります。 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分をボックス

で囲むようにしてください。 

長い間家を留守にする時や就寝前には、必ず水抜き栓・

不凍栓のハンドルをしっかり止まるまで閉め、蛇口

を―杯に開いてください。 

※ハンドルをしっかり止めないと、地下に水が少しず

つ流れる場合があります。 

◇軽い凍結の修理の仕方 

◇むき出しの管や、 野外に蛇ロがある場合 

◇水抜き栓・不凍栓を備え付けの場合 

◇電熱ヒーターの場合 

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分に、保温

材（毛布類・コモ等）を巻き付ける。 

凍結したときは、露出している管（保温筒などは取り

外す）や蛇口などにタオルかぞうきんを巻き付け、そ

の上からお湯をゆっくりかけると、軽い凍結なら水

が出るようになります。 

☆注意☆ 

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、また電気を 

,
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②
県
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タ
ー
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1
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と
に
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念
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応
募
方
法
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幸
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氏
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外
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勝
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◇
対
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小
学
生

5
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親
子
での
 

参
加
も
歓
迎
）
定
員
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◇
材
料
費
 
凧
1
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0
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※
当
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希
望
者
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o
o
円
）
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o
o円
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旋
い
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し
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す
。
 

◇
題
材
 
「
桃
太
郎
と
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」
 

◇
申
込
締
切
 
1
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2
4日
因
 

だ
さ
い
。
 当
日
消
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。
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総
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4
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進
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県
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テ
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サ
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県
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◇
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申
し込
み
 
意
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望
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聴
き
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県
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時
に
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願
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ま
す
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立
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に
す

◇
申
込
締
切
 
1
2月
1
8日
困
 

る
た
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、
県
政
モ
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タ
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募
集
し
て

◇
申
込
先
 
市
総
務
課
 

い
ま
す
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県
政
に
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心
の
あ
る
方
、
県

◇
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催
 
五
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川
原
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五
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に

熱
い
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の
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方
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応
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を
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し
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が
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し
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ま
す
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日
困
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1時
 

割
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③性別 
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◇
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働
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＠
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キ
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ボ
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。
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⑩
 

◇
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引
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受
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⑨
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／
配
管
科
 

と
ん
汁

・
お
や
つ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
 
◇
募
集
期
間
 

が
あ
り
ま
す
。
 

1
6年
1
月
5
日
囲
5
2
月
1
7日
因
 

◇
対
象
者
 
小
学
生
以
上
 
◇

訓
練
期
間
 

◇
参
加
料
 
親
子
l
o
o
o円

（傷
害
 

1
6年
4
月
5
1
7年
3
月
（
1
年
間
）
 

◇
応
募
資
格
 
離
転
職
者
な
ど
で
再
就

職
の
た
め
、
職
業
に
必
要
な技
能
と

知
識
を
熱
意
を
持
っ
て
修
得
し
た
い

方
（
年
齢
・
性別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
応
募
方
法
 願
書
は
公
共
職
業
安
定

所
に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

◇
選
考
日
 
1
6年
2
月
2
5日
困
 

◇
選
考
方
法
 
作
文
・
面接
 

す
。
（
た
だ
し
、元
旦
は
リ
フ
ト
の

運
転
は
行
い
ま
せ
ん
）
 

②
1
月
1
7日
田
か
ら
は
、
土
、
日
、
祝

日
リ
フ
ト
運
転
し
ま
す
。
 

③
ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
は
、
土
、
日
、
祝

日
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
ス
キ
ー
協
会
 

フ
A
II（リ

ー
親
子
ス
キ
ー
教

室
 

子
ど
も
の
不
登
校
に
一
人
で悩
ん
で

い
る
方
へ
。
同
じ
悩
み
を
も
つ
仲
間
に

出
会
う
と
、
苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分

だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
 

少
し
だ
け
勇
気
を
出
し
て
、
お
互
い
の

悩
み
を
出
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

毎
月
第
2
金
曜
日
 
1
9時

5
2
1時

中
央
公
民
館
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校

平
成

1
6年
度
生
募

集
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柿平成15年度第2回 捨て犬・捨て猫防止キャンぺ 

違反行為 罰 則 等 点数 処分内容 

酒酔い運転 3 年以下の懲役または 
50 万円以下の罰金 

25 点 運転免許の取消し 
（欠格期間 2年） 

酒気帯び運転 
呼気中のアルコ―ル 
濃度0.25mg! 2 以上 

1 年以下の懲役または 
30 万円以下の罰金 

13 点 運転免許の停止 
(90日間） 

呼気中のアルコ―ル 
濃度0, 15mg! 2 以上 

6 点 運転免許の停止 
(30日問） 

注）処分内容は過去 3 年間行政処分歴がない場合。 

天候の急変に備える 急な運転操作をさける ライトの早め点灯 , 
／
 

×
 

園
図
囲
四
臼
国
回
園
 ~ = 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
エ
セ
ンタ
ー
振
興
対
策
協
議
会

農
政
課
 

内
線
3
5
3

・
3
5
5
 

●

1
2月
2
2日
囲
 
1
1時
4
5分

5
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
e
K
豆
で
作
っ
た
手
作
り
味
噌
、
 

豆
腐
、
赤
ー
い
り
ん
ご
で
作
っ
た
ジ
ュ

ー
ス
・
ジ
ャ
ム
、
 

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
 

劃
（
委
見
闇剖「人
名
価劉
町
の
お
願
い
 

農
業
委
員
会
 
内
線
2
4
1
 

農
業
委
員
会
で
は
農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
作
成
す

る
た
め
1
2月
中
に
農
家
の
皆
さ
ん
に
農
業
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書
に
訂
正
が
な
い

場
合
は
押
印
の
う
え
、
平
成
1
6年
1
月
7
日
困
ま
で
に
各

支
所
（
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
ま
た
は
行
政
連
絡
員

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
事
務
局
で

も
直
接
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

申
請
書
の
提
出
が
な
い
時
は
選
挙
資
格
名
簿
に
登
載
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●

選
挙
資
格
が
あ
る
方
は
次
の
と
お
り
 

マ
市
内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
5
9年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
（
平
成1
6年
3
月
3
1日
で
満
2
0歳
に
達
し
）
、
1
0ア
 

ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
世
帯
で
年
間
6
0日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
。
 

▼
前
述
従
事
者
と
同
居
し

て
い
る
親
族
（6
親
等
以
内
の

血
族
、
3
親
等
以
内

の
親
族
）
。
世
帯
分
離
し

て
い
る

場
合
も
資
格
が
あ
り
ま
す
。
 

※
申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
い
、
記
入
上
不
明
な
点
が
あ

る
等
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

社団法人青森県獣医師会 容O17-722-5989 FAXO17-722-6010 

抽選で「めす」（犬・猫併せて）200頭。 「おす」（犬・

猫併せて）100頭に限定して、「めす」1頭当たり10,000円、 

「おす」1頭当たり 5,000円の避妊・去勢手術料に対す

る補助金を支給。 

⑥応募資格：青森県在住者（ただし、満18歳以上で

銀行に自分名義の口座をお持ちの方） 

＠応募方法 

「はがき」に1頭につき1枚で応募する。（同一犬、猫

の複数応募は不可）はがきの裏に①応募者の氏名（ふ

りがな）②住所（郵便番号）③電話番号（携帯可）・ 

FAX番号 ④ペットの種類（犬・猫）⑤犬猫の呼び名

⑥性別（おす・めす）⑦ペットの年齢（推定可）⑧ぺ

ットの健康状態 ⑨犬にあっては、狂犬病予防法に

基づく登録番号及び狂犬病予防注射済票番号を記

入する。 

⑥応募先：〒030-0813 青森市松原2丁目8番2号

社団法人青森県獣医師会 

＠応募締切：平成16年1月4日（ョ）【当日消印有効】まで 

＠当選者の発表 当選者には平成16年1月13日（火）まで

に郵便で通知する。 

⑥手術期間 平成16年1月10日（土）から2月10日（月）まで

に手術を受ける。この期間以外は無効。 

⑨補助金の支払方法 

(1）本会会員の動物病院（住所地の近くを紹介する）で

避妊・去勢手術を受ける。 

(2）飼い主Iよ その病院における「通常料金」を支払いする。 

(3）本会指定の「通知文」に手術をした獣医師の確認印

をもらって、本会あて返送する。 

(4）手術確認文書の返送期限は、平成16年2月15日 

（日）［当日消印有効］まで。 

(5）補助金の送金は、本会へ返送された「手術確認文書」 

を審査し、受理した日から起算して 1カ月以内

に当選者の取引金融機関の口座ノ＼補助金を送金（送

金手数料差引）する。 

※当選者以外の口座であることが判明した場合は、 

補助金の送金はいたしません。 

五所川原市交通安餅策協議会からのお知らせ 

②飲;*iNo! 
飲酒運転で交通事故を起こすと加害者と被害者ばかりで 4ゴ日十い圧干ム 	ニ詳器認讐；蓄 i'..' dIs r ,rs 	LJ ロハノ「＝」土干ム、ノ‘、J』旦ョコー入に Kどしープ‘ー刀H戸ヒゴ L_ 17)1. コ目ふI-) ノ、 	 50 万円以下の罰金 

なく、その家族や周りの人にも深刻な影響を及ぼします。 
ーに二、ニ二～Jかンニジ了ご二てrrり。、刀ン”ーノンへ」で×ー了！一 酒気帯び運転 	 13 

纏繁§轟響無鑑識昨競「醸漂L,-fl, 轟 H11TQ)I は 
ら乗らせない。危険な運転はさせない」という周りの人の 呼気中のアルコール 	 6 
意思も大切です。家庭や職場、地域の中で交通安全の大切 濃度0,15mg/2以上 

さを再確認しましょう。 	 注）処分内容は過去 3 年間行政処分歴がない場合。 

※飲酒運転車両への同乗を問わず、飲酒運転をそそのかしたり、飲酒運転を行うことを認識しながら車両を貸したり、 
提供者も厳しく責任を問われます。 
ロ 

＆鱗菖嫌臓曙！冬道は危険がいっばいです。ゆとりのある運転をノひ掛けましょう。 

酒類を提供すると 

時間に余裕を持ちましょう！ 急発進・急ブレーキ・急ハン 自車の存在をアピールするよ

ドルはやめましょう！ 

11 平成15年12月15日 	五所川原市役所 容35-2111 



市では中心市街地の活性化を目的に下図

区域において土地区画整理事業による整備

を計画しています。 

本事業施行区域の都市計画決定にあたり、 

次のとおり説明会を開催します。 
■施行予定区域図 面積約4 . 4ha 

企画課統計係からのお知らせ 

     

 

内線464・ 465 

  

工業統計調査にこ協力を 

経済産業省では、工業統計調査を12月31日現在

で実施します。この調査は、製造業を営むすべて

の事業所を対象として、その活動実態を明らかに

することを目的として行います。調査結果は、国

や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料や、 

企業、大学などの研究資料、学校の教材などに広

く利用されてます。 

調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご

記入をお願いします。 

 

 

調査票配布開始 12月19日（金） 

   

平成16年版青森県統計年鑑予約申込み 

青森県統計協会では、青森県の全てを数字で表

示した「平成16年版青森県統計年鑑」を発行します。 

青森県に関する様々な最新データを幅広く掲載

した総合統計書となっておりますので、職場等に

おいても活用していただけると思います。ぜひ、 

お求めください。入荷は平成16年 2 月頃の予定です。 

プニ二二 
価 	格 	1 冊 5, 000円（消費税込みン 

申込期限 平成16年1月9日（金） 

申込方法 電話で申込みください。 

/ 

     

     

観
光
物
産
課
内
立
侵
武
多
製
作
所
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（
3
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耳
や
言
葉
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不
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方
か
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A
X
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書
に
よ
る
1
l
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報
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1
7
1
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2
1
0
1
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た
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E
メ
ー
ル
に
よ
る
1
l
o
番
通
報

（
通
 

ね
ぷ
た
の
面
を
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っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 信
料
金
が
か

か
り
ま
す

一
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ma
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面
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顔
）
の
骨
組
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か
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c
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乙
 

1
 

◇
受
講
料
 
無
料
（
当
日
申
込
み
可
）
 

※
ペ
ン
チ
や
は
さ
み
の
持
参
が
必
要
。
 

●

1
6年
1
月
6
日
幽
了
9
日
岡
 

1
8時

5
2
0時
 
立
侵
武
多
製
作
所
 

◇
対
象
 
小
・中
・
高
校二
般
 

（
小
学校
低
学
年
は
父
兄
同
伴
）
 

親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
 

1
月
1
0日
は
 

「
1
1
0

番
の
日
」
で
す
 

五
所
川
原
警
察
署
 
総
合
相
談
窓
口
 

合
（
3
5)2
1
4
1
 

1
1
0
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故

の
通
報
電
話
で
す
。
 

警
察
総
合
相
談
窓
口
は
、
合
o
l
7
 

(
73
5
)
9
1
lo
ま
た
は
＃
9
1
l
o
（
。
 

/  
都市計画決定に関する 

説明会を開催します 
都市計画課 内線323 

■施行区域 

五所川原市字旭町の一部、字大町の一部、 

字上平井町の一部、字柏原町の一部、字

本町の一部 

■説明会日程・会場 

12月22日（月） 1回目14: 00- 
2 回目19 : 00- 

中央コミユニティーセンター（上平井町） 

※1回目、2回目とも説明内容は同じです。 

どちらか都合の良い時間にご参加ください。‘ 
ーソ’ノノマ’ロIJ 口 vノ」K' ”リ IH」’ーーョシノjI-I 、ノーし了 Y ツ  

1月5 日（月）は 

, 市（県）民税第 4 期
国民健康保険税第 6 期
介護保険料第 6 期 

の納付期限です。 

忘れすに納めましよう。 

収納課 内線431---435 
介護福祉課 内線273 

火災・致急出動概g 
五所I順消防署管内11月の火災、救急救助出動件数（単位件〕 

火 	災 救 	急 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成15年 3 25 1
1
5
1
 

 1279 2 25 

平成14年 1 33 114 1,183 3 21 

比 	較 2 A8 1 96 Al 4 
平劇昨蹴ー需 その油断 火から炎へ 災いへ 

問合せノ五酬原地区消防事務組合消防本部 B35-2O]9（内線 23) 

r
 

●

2
月
5
日
困
5
6
国
 
2
日
間

青
森
県
教
育
会
館
（
青
森
市
）
 

◇
対
象
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
 

防
火
対
象
物
（
学
校
・病
院
・
店舗
等
）
 

で
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
遂
 

行
で
き
る
管
理的
監
督
的
立
場
に
あ
る
方

◇
申
込
期
間

1
月
5
日
囲

ー
3
0日
岡

◇
受
講
料
 
6
0
0
0
円
 

※
受
講
申
請
書
等
は
消
防
本
部
予
防
課

に
あ
り
ま
す
。
 

消
防
本
部
容
 

  

 

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
 

(3
5)2
9
9
 内
線
2
5・4
2
 

 

  

   



	ノ 

1 人分 2S7kcal 塩分 1.8 g 力ルシウム 159mg 

牛乳にスキムミルクを溶かし入れる。 

②鍋にバターを入れ、玉ねぎとベーコンを妙め、玉ね

ぎが透明になったら小麦粉を振り入れ、焦がさない

ように妙める。水を加えて沸騰したら鮭・かぶ・椎茸・

しめじ・タイムの順に入れて煮る。 

③かぶが半透明になったら牛乳を加えて一煮立ちさせ、 
塩・こしようで味を調える。器に盛りつけ、彩りに

さっとゆでたかぶの葉を散らす。 

■作り方 

①かぶを4つに切る。鮭は一口大に切って軽く塩こし

ょうをする。椎茸は石づきを取り、しめじは小房に 

× 分Iナる。  玉ねぎとペー  コンは lcm角に切る 

■材料（4人分） 
塩鮭 	2 切 	白かぶ 	4個 
生椎茸 	4枚 	しめじ 	1 パック 
ベーコン 	8 Og 	玉ねぎ 	1/2 個 
牛乳 	300m l 	スキムミルク 	大さじ 3 
小麦粉 	大さじ 1 	バター 	20g 
水 	2 カップ 	塩 	小さじ 2/5 
こしょう 	適宜 	タイム（あれば） 	1 枚 

まい食増潜を 
塗するため胸⑨  
~五所川原市食生活改善推進員会 

と
芸
《
又
ュ
が
わら
 

題
字
 
斎
 

藤
 
清
 

泉
 

〔
川
柳
岩
木
吟
社
〕
 

真
実

の
瞳
に

嘘
は

裁
か

れ
る
 

 

朝
顔
も

自
己

主
張

す
る
蔓

の
向
き
 

 

母
の

日
を

母

の
な

い
子
が
寂
し
が
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1
1ハ
ビ

1
1の
箸
豆
に

ま
く
遊
ば

れ
る

生
き
ざ

ま
は

男
の
敬
に

埋

め
て
あ

る

悪
童

の
風
も
や
わ

ら
ぐ

母

の
胸
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田
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一
朗
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あ
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ぶ
ん
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工
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雨
読

櫛
引
 
淡

平

高
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幾

朗
 

い
い
風
だ

チ
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ン
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き
っ

と
向
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て
く
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平
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平
 

 

柔
軟
な

舌
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ニ
枚
に
分
か

れ

て
る
 

春
キ
ャ

ベ
ツ

き
ざ

む
と
響

く
母
の
歌
 

み
ど

り
児

の
母
の
乳

房
は

子
守
唄
 

沢

田
百
合

子
 

高
橋
 
紅

雨
 

佐
藤
す

み
子
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胆
．
一
切
の
ー
 

一
 

予
防
に
つ
い
て
 

冬
の
到
来
と
共
に
、
イ
ン
フ
ル
ユ
ン
サ
の
流
行

が
心
配
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
0
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
耐
c
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
 

筋
肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
強
く
、
あ
わ
せ
て
、
 

の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。
 

さ
ら
に
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
小
児
で
は
中
耳
炎
、
 

熱
性
け
い
れ
ん
を
併
発
し
重
症
化
し
や
す
い
の
が

特
徴
で
す
。
 

高
齢
者
や
呼
吸
器
、
心
臓
、
腎
臓
な
ど
に
慢
性

の
疾
患
を
持
つ
人
も
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

潜
伏
期
間
は
1
1
2
日
間
と
短
く
、
感
染
力
が

非
常
に
強
い
た
め
、
患
者
が
短
期
間
で
集
中
的
に

発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
単
な
る
風
邪
だ
と

考
え
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
か
な
と

思
っ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

そ
こ
で
感
染
予
防
対
策
と
し
て
 

①
流
行
期
に
は
人
混
み
、
感
染
者
の
多
い
場
所
へ

の
外
出
を
さ
け
る
。
 

②
外
出
時
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。
 

③
帰
宅
時
に
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る
。
 

④
室
内
の
空
気
を
清
潔
に
保
ち
、
適
度
に
保
湿
、
 

加
湿
を
す
る
。
 

⑤
＋
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
。
 

⑥
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
。
 

（
ワク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種
後
2
週
間
か
ら
約
5
 

カ
月
間
持
続
し
ま
す
）
 



年末年始の業務・休館案内 
◆年末年始、市の各施設は次のとおり休業します。 ※ 12月27日（土）は、午前中のみ市民課土曜開庁します。 

本庁・各支所・働く婦人の家 12月27 日（土）~1月4日（日） 

歴史民俗資料館・旧平山家 12月27 日（土）~1月5=（月） 

体育館・中央公民館・勤労青少年ホーム 12月28 日（=)~1月4日（日） 

図書館・っがる克雪ド一ム・オルテンシア 12月28 日（日）~1月5=（月） 

サンビレッジ五所川原・五所川原地域職業訓練セン夕― 12月29 日（月）~1月3=（土） 

西北中央病院 
（ただし、急患の場合は随時診療いたします。）* 27日（土）は通常の土曜日外来
診療を行います。12月30日（火）と1月2日（金）は、小児科、眼科の診療を
行います。受付時間‘ 8時 30分～ 11時 

12月28 日（=)~1月4日（-) 

年末年始のごみ収集について 
◆年末年始のこみ収集について 

年末年始のこみ収集は、 12月31日（水）から1月4日 

（日）までの期間休ませていただきますので、休み期間中は

絶対にこみを出さないようこ協力をお願いします。 

※収集日程はお手元のこみ収集力レンダーのとおり収集し

ますので、こみ収集力レンダーをよくこ覧ください。お

持ちでない方は、環境対策課にお問い合わせください。 

◆五所川原市一般廃棄物最終処分場（野里）へのこみの搬入について 

12月31日（水）から 1月4日（日）までの期間休ませて

いただきます。 
問い合わせ先 
環境対策課 内線231・ 233 

西北五環境整備事務組合からのお知らせ 
◆西部クリーンセンター（稲垣）の年末年始の利用について 

12月31日（水）から 1月4日（日）までの期間休ませて

いただきます。また、し尿の汲み取りは早めにお願いいた

します。 
問い合わせ先 

西部クリーンセンター 	公 46-2141 

西北五環境整備事務組合 B36-- 3004 

葬斎苑からのお知らせ 
	

* 

1月1日（木）と 1月2日（金）の2日間は休みとなりま 

すで、こ注意ください。 
問い合わせ先 
葬 斎 苑 B29-36 20（受付時間】9時～14時） 
環境対策課 内線231・ 233 

すくすく健診 ジ 
◆場 所／働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間／ 12時 15分から 12時 30分 

◆持参するもの／母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容／小児科診察、歯科診察（1歳6カ月児・ 

3歳児）、身体計測、発達相談、 

離乳食試食（4カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4 カ月児健診 平成 15年8月生まれ 1月 6日因 

1歳6カ月児健診 平成 14年7月生まれ 1月20日因 

3 歳児健診 平成 12年9月生まれ 1月15日困 

（  献血のご案内 ） 
期 	日 時 	間 場 	所 

12月25日困 
9:3O-11:3O しきしまコミュニテイセンター 

13:00-16:00 JAごしよがわら市本店 

母と子の相談日 、 
◆場 所／働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの／母子健康手帳 

開 設 日 時 	間 内 	容 

1月 7日困 

1月21日困 
10:00-1 2:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 

※ 21日午後は電話予 13:00-J 5:00 栄養（離乳食等）相談 

約となっています。 ・子育て等の情報交換 

救急医療 

月日 曜日 医療機関名 所 	在 電話 

12月21日 日
  

櫛引クリニック 鎌谷町516-10 33-1155 

12月23日 火
  

田辺胃腸科外科医院 旭町 40-1 35-6355 

12月28日 日
  

永田小児科内科医院 一ッ谷5497 34-5611 

12月29日 月
  

田辺胃腸科外科医院 旭町 40-1 35-6355 

12月30日 火
  

佐藤仁外科胃腸科医院 田町 120 35-6311 

12月31日 水
  

冨田胃腸科内科医院 みどり町 4-128 34-3211 

※1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介B34-4999）で紹介します。 
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